
常に時代を先取る価値創造型の事業展開により、

企業価値を極大化し、

全ステークホルダーの｢豊かさと夢｣を実現します。



「攻守バランス型の経営」 

体質改善に向けて努力している企業は数多

くあります。その中でも、私たち住友商事の取

り組みが他社と異なっているのは、財務体質

やリスク管理の強化を進めて「守り」を固める

と同時に、コア事業育成や人材確保のため

の投資を行い、「攻め」の経営を行ってきたこ

とです。収益基盤拡大を課題とする中期経

営計画AA Planにより、住友商事の優位性

を一層拡大していきます。 

「総合力」の発揮 

私たちは、これまで培ってきたビジネス基盤を

通じて収集した情報と、多様な機能を活用す

ることによって「総合力」を発揮し、住友商事

ならではの事業を展開しています。私たちの

特長は、川下に強い事業領域を持っているこ

とです。社会のニーズがとみに多様化・高度

化する中、川下で発掘した幅広いビジネス

チャンスを活かすとともに、そのニーズを上流

事業へと繋げています。 

リスク･リターン*別リスクアセットの推移 

｢総合力｣を発揮したビジネスの代表例 

・ 海外スチールサービスセンター事業 
・ 自動車バリューチェーン 
・ ケーブルテレビ・放送メディア事業 
・ バツヒジャウ銅・金鉱山プロジェクト 
・ 食品スーパーマーケット事業 
・ 首都圏マンション販売事業 

「総合力」の最大活用により、幅広い分野で、 
社会のニーズに適合した高付加価値型のビジネスを展開しています。 
 
 他社に先駆けた経営改革により、「収益基盤」の拡大のみならず、 
「効率性」と「健全性」をも急速に向上させています。 

これが住友商事の特長です 
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* リスク・リターン (RR)： 
事業が抱えるリスクに対する収益性をみる指標。分子に当該事業で得られる連結純利
益（税引後）で捉えた収益（リターン）を置き、分母には当該事業のリスクが現実のもの
となった場合に生じうる最大損失可能性額（リスクアセット）を用いて計算。 

ここが差別化されています。 
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総合力を発揮する経営には、多様な産業分野から得られる知識と情報、コミュニケーショ

ンが重要です。私たちは、幅広い領域に跨る事業展開や、それらを組み合わせたバリュー

チェーンによって相乗効果を生み出し、それぞれのビジネス、そしてグループ全体での収

益性・成長性・安定性を高める、特色ある経営を行っています。 

バブル崩壊以降、日本は長く暗いトン

ネルの中で負の遺産の整理に苦しん

できました。しかし、私たちが行ってき

たのは、単なる「リストラ」ではありません。

住友商事が培ってきた経営の基盤と

多彩な機能を活かして、他社に先駆

けて経営改革を進め、ビジネスとバラン

スシートの中身を変えてきました。1999

年度からの3つの中期経営計画を通

して、その成果は着実に現れています。 
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収益力とバランスシートの強化 

セグメント別リスク・リターン、リスクアセットの実績と計画 
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セグメント別基礎収益 

金属 

輸送機･建機 

生活産業 
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99年度 00年度 01年度 02年度 03年度 04年度 
（計画） 

改革パッケージ Step Up Plan AA Plan

コアビジネスの選別と 
ノンコアビジネスの 
縮小による体質強化 

事業ポートフォリオ 
戦略に基づく 
コアビジネスの 
構築、拡充 
 
資産の入替による 
収益性の向上 

Approach for 
Achievement** 
 
収益基盤の拡大 
「攻め」の計画 
 
リスクアセット 
1,800億円 積み増し 
（総資産ベース  
  約3,000億円） 

* 基礎収益＝ 
（売上総利益－販売費及び一般管理費－利息収支＋受取配当金）     
  ×（1－税率）＋持分法損益 
（税率は2003年度までは42%、2004年度は41%） 

「AA Plan」の「AA」とは、「株主資本コストをカバーする収益力
（リスク・リターン7.5%）の確保という目標に近づく」との意味を込め、
「Approach for Achievement」の頭文字をとったもの。 

* 各矢印の始点はStep Up Planにおける実績、終点はAA Planにおける計画。 
   リスクアセットは02年度、04年度末。リスク・リターンは2年平均。 

2003年度実績 
668億円 

 

**

こんな結果が出ています。 

こんな事業構成となっています。 
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